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2017 年日本企業による M&A は「さらなる活性化」を予測 
 

 デジタルトランスフォーメーションが M&A を活発化させ、成長を求める企業のアウトバウンドの買

収が増加 

 プライベートエクイティが M&A 交渉のカギ 

 多くの企業がポートフォリオ最適化のため、事業売却への決断を加速 

 

EY トランザクション・アドバイザリー・サービス株式会社（以下 EYTAS）は、日本の 2017 年の M&A 市場

は、日本企業の経営層が成長に引き続きフォーカスしていく年になるため、さらに活性化すると予測しま

す。国内経済成長の低迷や海外の政治的な不確実性がある中、企業のビジネス環境の変化が加速し、

M&A は成長への近道として、日本企業の重要な戦略のひとつになります。 

2016 年の日本における M&A 取引は 20 兆 5 千億円でした。これは 2015 年の 20 兆 1 千億円、

2014 年の 12 兆 4 千億円、2013 年の 12 兆 500 億円から比べても増加傾向にあります。2017 年に

おいても、M&A は引き続き増加傾向にあり、日本の経営層は国内外で M&A を積極的に行っていくと予

測します。 

日本企業は海外における企業買収により、グローバルでの存在感を高めています。今後もさらなる成長を

求め、海外に目を向けて、グローバル化されたサプライチェーンでのビジネスを進めていくでしょう。

EYTAS では、世界の政治動向が不透明な中、事業成長やサプライチェーン確保のためにも、アウトバウ

ンドの取引がより増加すると予測します。また、健全なポートフォリオを持つために、企業は、トップライン、

ボトムラインの成長に貢献していない資産を切り離す判断をしなくてはなりません。そのため、2017 年に

おいても、事業売却が増え続けると予測します。 

なお、EY のキャピタル・コンフィデンス調査*1 の最新版では、日本はグローバル企業の投資先でトップ 10

入りをしています。企業が成長戦略を加速させていくと同時に、主要トレンドも変化・成長し、それにより

M&A も増加していきます。2017 年は日本企業による国内外での M&A の動きがより活発になると予想し

ます。 



 
 

2017 年 M&A 市場のトレンド 

1. 国内の成長が低迷する中、アウトバウンド取引によりグローバルでの存在感が高まる 

2016 年の日本企業のアウトバウンド取引額は、約 10 兆円から 11 兆 3 千億円となり、昨年に比べ

て 13％増加しました。これは 2013 年、2014 年の約 6 兆円を大きく上回ります。国内 M&A に関し

ても、前年比 4.3%増、2015 年の 7 兆 5 千億円から、2016 年は 7 兆 8 千億円を超える規模に増

加しました。2016 年において、主な買収対象地域は、ヨーロッパ（約 6 兆 2 千億円）、および北米

（約 4 兆円）でした。 

 

2. デジタル・ディスラプションによる M&A 取引の牽引 

日本企業は、デジタルトランスフォーメーションなど、業界や顧客の要望の変化に対応するため、

M&A 戦略に取り組んでいます。2016 年、グローバル M&A において、業界が異なるクロスセクター

M&A は、1,126 件、8 兆 5 千億円まで増加しています（前年比 42％増）。他社の持つイノベーショ

ンを取り入れ、従来のビジネスモデルの見直しや事業領域拡大のため、日本企業は積極的に動いて

います。 

3. 日本の M&A 市場におけるプライベートエクイティ（PE）の関与が増加 

2016 年の日本におけるプライベートエクイティ（PE）の取引額は、昨年比で約 2 倍の約 1 兆 1 千億

円規模に増加しました。インバウンドの PE 額もほぼ 2 倍の 1 兆円規模に増加しています。しかし、

日本のアウトバウンド PE 取引額は昨年の 1 千 800 億円から 1 千 360 億円まで減少しています。 

昨今のコーポレートガバナンス改革などによる投資戦略の変化を考慮し、日本の M&A 市場に PE の

関与が増えると予想します。 

4. ポートフォリオ最適化のため、事業売却への決断を加速 

2016 年の事業売却額は 2015 年の約 6 兆円から 7 兆 8 千億円にまで増加しました。この数字は

2012 年から増加傾向にあります。20 年前（1996 年）の総事業売却額 3 千 400 億円と比較し、日

本企業のビジネス文化に変化の兆しが現れています。 

 

換算レート： 2 月 14 日現在 1US ドル 113.70 円として計算 

*1 EY キャピタル・コンフィデンス調査： 約 1,800 人の企業の経営層を対象に調査を実施 （最新版は 2016 年 10 月、半

期ごとに発行。） 

 



 
 

EY について 

EY は、アシュアランス、税務、トランザクションおよびアドバイザリーなどの分野における世界的なリーダーです。私たちの深

い洞察と高品質なサービスは、世界中の資本市場や経済活動に信頼をもたらします。私たちはさまざまなステークホルダー

の期待に応えるチームを率いるリーダーを生み出していきます。そうすることで、構成員、クライアント、そして地域社会のた

めに、より良い社会の構築に貢献します。 

EYトランザクション・アドバイザリー・サービス株式会社について 

EYトランザクション・アドバイザリー・サービス株式会社は、財務アドバイザリー業務およびトランザクション関連の各種サー

ビスを提供するプロフェッショナルファームです。グローバルネットワークを駆使し、M&A戦略の策定から実施支援、ならびに

トランザクションの完了・効果の実現までのトータルサポート、また、人事・組織改革支援、事業再構築支援等、幅広いサービ

スを提供しています。詳しくは、www.eytas.co.jp にて紹介しています。 
 

《 本件に関するお問い合わせ 》 

EY トランザクション・アドバイザリー・サービス株式会社 マーケッツ 
Tel: 03-4582-6520 

Email: marketing@jp.ey.com 
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